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部訪問と 6 月にインド南部のカルナータカ州ウドッピィ県（Karnataka State, Udupi 
district）で行った村落の聞き取り調査から，相互扶助に関わる社会慣行を明らかにする

















・Chanthar village, Brahmavar taluk, Udupi district, Karnataka state
・Heroor village, Brahmavar taluk, Udupi district, Karnataka state
漁　村 ・Kodi Bengre village, Kodi taluk, Udupi district, Karnataka state
行　政 ・Varambally village, Brahmavar taluk, Udupi district, Karnataka state
その他
・Shri Balaganapathi Prasanna Parvathi Temple
　Padubidri, Udupi district, Karnataka state
・World Konkani Centre




・Lanka Jathika Sarvodaya Shramadana Sangamaya
　No-98, Sarvodaya HQ, Rawathawatta Road, Moratuwa
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ヤ（sahakari karya）と言われ（sahakariはcooperation, karyaはservice, workの意味），
またサマジャ・サエブ（samaja saeve）とも呼ばれる（samajaはsociety, community, 
saeveはservice, workの意味）（表 2 ：「南インドの互助慣行」参照）。
コディベングレ村（ゲングレ島）の60代男性漁師によると，寺のコミュニティがあり






けのような習慣はない。このベングレ島とは別に 4 キロから 5 キロ離れた














































ピー出し，番号札（ 5 あるいは 1 ）を引いて受取人を決める。40代男性のタクシー運転
手の話では，26人のメンバーで一人4,000ルピー出し， 1 週間に一人が受け取り 6 ヶ月
で終わる。このようにインフォーマルな小口金融が依然として行われている。
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南インドの互助慣行
の活動を通して地域内の互助力も高まっている。ブラマヴァール郡シャンター村ではメ


































































































































いて分析した（Rao, 2003; Rao and Kajekar, 2008; Rao, 2014: 2017）。




（ 3 ）　シャンター村の人口は約4,000人で米（年 2 回収穫）の他にココナッツや野菜を作っている。






















ピー（約300円），多い人は500ルピー掛け金を払い，必要な人に月利 4 から 6 ％で貸し出














Nagar Nigam），中規模のナガル・パリカ（Municipality, Nagar Palika），人口 3 万人以
上10万人以下の小規模のナガル・パンチャーヤト（City Council, Nagar Panchayat）か
ら成る（総務省大臣官房企画課，2009）。第73次憲法改正によってパンチャーヤトは県パ
ンチャーヤト（Zilla panchayats, Zilla parichad），郡パンチャーヤト（Block Panchayats, 


































（16）　2018年 5 月，このサルボダヤ・シュラマダーナ運動の本部（Lanka Jathika Sarvodaya 
Shramadana Sangamaya, No 98, Rawatawatta Road, Moratuwa, Sri Lanka）を訪問し，国際部
門の担当者から現状と課題について話を聞いた。現在サルボダヤ運動は直接必要な資金を提
供しながら（Sarvodaya Development Finance），災害（Disaster Management Unit），子供の
開発（Early Childhood Development Unit），国際連携（International Unit），技術支援（Rural 
Technical Services Unit），木材の活用（Woodwork and Exports Unit），地域社会の健康管理
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